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1902年(明 治35年)筑 豊 炭 田 の 災 害

一 筑豊石炭礦 業史年表の補遺 一『
典 拠:福 岡 日 日新 聞(453)

今 野 孝

1.『 筑 豊 石炭礦 業 史年 表 』の補 遺 につ い て

先 に刊 行 され た 『筑豊 石炭礦 業 史年 表 』(以 下 『年表 』と記 す)の 補 遺 を、1902年 の炭 坑 災害 に就

て 『福 岡 日 日新聞 』(以 下 「福 日』)の 記 事 に よ って行 な って みた 。 『年表 』に は主 要 な災 害 が 記載 さ

れ て い るよ うであ る が・ 当時 の災 害 の傾 向 を掴 むた め に も、小 規模 な災 害 を も含 め た数多 くの もの を拾

って み る必 要が あ る と思 わ れ る。

以 上 の 見地 か ら、 補遺 に つい て は、記 事 に お いて 事故原 因 等 が 明 らか に されて い る もの は、 出来 る だ

け これ を記 載す るよ うに した 。

一応 『年表 』の分 類 に倣 い
、 『年 表 』の 「企 業 ・労 働 ・災 害 」 の欄 に入 る ものを 「筑豊 炭 田」 、 同 じ

く 「全国石 炭 関係 」 の欄 に入 る もの は、 「そ の他 の地 域 」 と して分 け てい る。

ほ とん どは補遺 で あ るが 、 す で に 『年 表 』 に記 載 され て い る もの の うち、 『福 日 』 を典 拠 とした もの

で、 訂 正す べ き ものや他 の典拠 資料 の内 容 と相違 が あ る もの につ いて は、 〔 〕 を付 けて記 載 した。

ま た これ らは 『福 日 』の記事 のみ に よ る もので あ り、事 実 と一致 して い るか ど うか の検 討 は してい な

い。 特 に他 典拠 資料 との相違 に就 て は、 ど ち らが 正 しい とい う性格 の もので は な く、 た だ並 記す る に と

どま る もの で ある こ とをお断 りして お く。

2・ 『福 岡 日 日新 聞 』 と『門 司新 報 』に つい て

私 が 日を通 した1902年 に限 って い えば、炭 坑 災 害 に関 す る限 り、 『門 司新 報 』よ り『福 日 』の方 が

記 事 の 数 も多 く、 小 規模 の 災害 ま で載 せ て い るよ うで ある。 『門 司 新報 』には む し ろ、 これ ま で あま り

触 れ られ なか っ た石 炭 関連 産 業 にお け る災害 、例 え ば石 炭仲 仕 の事 故 や石 炭胴 船 や締 の沈 没事 故 な どが 、

よ く報 じられ て い るよ うで あ る。

災害 に限 らず記 事の 内容 に就 て は、両 者 一 致す る もの もあ れば相 違 して い る もの もあ る。 しか し、両

者の 一致 を もって 事実 を語 って い るとは断言 で きな いの は勿 論 で あ る。 最 後 に、 この 点 に関連 して 、当

時 の新聞 の 一側 面 を あ らわ して い る と思 われ る興 味 あ る新聞 の投 書 を御 紹 介 してお こ う。 新 聞 に限 らず、

資料批 判 の重 要性 を示唆 して い る とい え るので は な いだ ろ うか。

『門 司 新 報 』 明 治36年3月15日 五 面

「 寸天 尺 地(投 書 自 由)」

近 来 小倉 の記 事 は、貴紙 も福 日 も九 日 も関 門 も皆 な同 し事 ば か りで、 中 には文 句 も一 字 を違へ ぬ様

に掲 げ て あ るが、 ア レは何 故で す か。 アン ナ通 信 な ら、僕 に月 々 四 五 円づ ㌧下 され ば、 謄写 版 に して

四社 で も五 社 で も十 社で も百 社 で も引受 けま す。 ソ レで は通 信 員 の ナ ンの といふ肩 書 に対 して不忠 実

でせ う。(ト ラス ト)
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第 三金 谷炭 坑(遠 賀 郡 水 巻 村)第 一坑 、 カ ス爆 発 、 軽傷2名

行 松 第二 坑(田 川 郡 弓 削 田 村 、 ガ ス爆 発 、 大 火 傷1名

小 松 ケ浦八 尺炭 坑(田 川 郡 弓 削 田 村)、 ガ ス爆 発 、 火 傷1名

赤 池 第二 坑(田 川 君Ls上野 村)、 坑 内火災、死者10名 〔3.11付記事で10名 に訂正 されてい る〕

嘉 穂 郡 笠松 村 大 字鯰田 茱 萸 谷 の古 坑(末 原 信 太 郎 所 有)で 発 火 して い ろの を 発 見

三 井 田 川本 坑 、 炭 車 に よ る圧 死1名

三 井 大 薮 炭 坑、 左 三 片 、 安 全 灯 の 火 よ りガ ス誘 発 、 大 火傷1名

桐 野 炭 坑(鞍 手 郡 宮 田村)、 マ イ ト点 火 用 の線 香 の 火 よ りガ ス爆 発 、 死 傷 老 な し

鳳 量 炭 坑(遠 賀 郡)、 左 四 片 で ガ ス爆 発、 大 火 傷1名

蘇 我 炭 坑第 二 坑(田 川 郡 川 崎 村)、 天 井 墜落 、 死 亡1名

三 井川 田本 坑 内、仕 操 夫 が 通行 中 天 井 墜落 、 死 亡1名

小 松 第二 坑 四尺 坑(田 川 郡 弓 削 田 村)、 右 四 片盤 、 採 炭 中 天 井 墜落 、 重 傷1名

大 任 炭 坑(田 川 郡 川 崎 村)、 十 三 片 附 近 、 採 炭 中天 井 頑 炭 墜落 、死 亡1名

三 井田 川本 坑 、三 尺右 四 片 切 羽 を 担 籠 で運 炭 中 天井 墜落 、死 亡1名

小 倉 炭 坑(企 救 郡足 立 村)、 禁 止 さ れ て い た 炭車 に乗 って 昇 坑 中 の坑 内大 工 、 振 落 さ れ

死 亡

岩下 八 尺 坑(田 川郡 弓削 田 村)、 右 一 片 盤 一卸 、採 炭 中硬 石 崩 落 、重 傷1名

三 井伊 田 炭 坑 、 昇坑 中 の炭 車 の ピンが 切 断 し逆 走 した た め棹 取 夫1名 圧 死

豊国 炭坑(田 川 郡 弓 削 田村)、 八 片 で 炭 柱 払 中 に天 井崩 落 、 死 亡1名

金 田炭 坑(田 川 郡糸 田 村)、 二 十 四 片 か ら二 十 三 片へ の 車道 踏切 通行 中 、炭 車 に 礫 れ死

亡1名 、重 傷1名

春 日炭坑 の坑 夫5名 、新 長 者 原 七 神 炭 坑本 坑(井 上 重 蒼 所 有)第 三 右十 入 片 の 空 洞 に 隠

して いた 荷 棒 を取 りに行 き カ ンテ ラの 火 よ りガ ス爆 発,重 傷5名

大 隈 炭 坑(粕 屋 乱 大 川 村)、 坑 口 よ り四 十 間余 の地 点 で 地 盤 陥 落 、一 名 生 埋 、 救 出

赤 池 炭 坑第 二 坑 、 巻揚 を 待 って い た 炭 車 に 迎箱 が衝 突 脱 線 、休憩 中 の坑 夫1を 死 亡

本 洞 炭坑(田 川 郡 勝 野 村,.汽 罐…9個(1888年 大 阪 北 区 山田 製 罐 所 製造)の うt

の第1号 罐 破裂 、職 工1名 死 亡 、重 傷2名

第 三 金 谷 炭 坑 第二 坑.右 十三 片十 一 上 りを 通行 中.カ ンテ ラの 火 よ りガ ス爆 発 、坑 夫1

名 重 傷

三 井 田川 本 坑 、枠 入換 工事 中 の 坑 夫 、 炭 車 に礫 れ て1名 死 亡

小 倉 炭坑.天 井 陥 落 、休 憩 中の 坑 夫1名 死 亡
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三 井 伊 田炭 坑 、火 薬 を 使 用 し て採 炭 中天 井 の 岩石 墜落 、死 亡1名

金 田 炭 坑 、 マ イ ト使 用 の 際 、 炭車 の鎖 か 切 れ て三 台 急 降 下 、1名 圧 死 、 重 軽 傷6名

三 井 伊 田 炭坑 、左 二+二 片 、 天 井 崩落 の復 旧 作業 中再 び 岩 石 が 墜落.重 傷1名

三 井 伊田炭坑 、左 三 十 二 片 、採 炭 中 天 井 墜落 、死 亡1名

三 井 田 川 本坑 、左 真 卸 で 採 炭 中 天 井 墜落 、死 亡1名

赤 池 炭坑 、採 炭 中 天井 墜 落 、 重 傷1名

本 洞 炭 坑 、 九 金 片盤 付 近 で カ ン テ ラの 火 よ りガ ス爆 発 、 重 傷1名 、 軽 傷2名

扇 の浦 炭 坑(遠 賀 郡長 津 村 、 立 坑 内 で 天 井 墜落 、 死 亡1名 、 重傷1名

津 波 黒炭 坑 釜 ケ谷 坑(粕 屋 郡 勢 門 村)、 天 井 墜落 、 負 傷1名

金 剛 炭坑(鞍 手 郡 木屋 瀬 町)、10.15の 鉱 山監 督 署 の 命 令 に よ る改 築工 事 中の 竪 坑 、

地 表 よ り約 三 十 尺 の 部分 陥 落 、 蒸 気 管2本 、揚 水 管2本 挫 折

豊 州 炭坑 … … … 〔29日 鎮 火 と あ るの は455で は確認 で きな い〕

小 倉 炭 坑、 坑 内火 災 、 勘定 日のため 坑 夫 は 休 業 中、 機 関手1名 軽 傷 、 四坑 中三 坑 を密 閉

して 本坑 よ り注 水 、16日 全 坑 口密 閉

藤 棚 炭 坑(鞍 手郡下境村)、坑 口改修中天井陥落のために坑口閉塞、同 日中 に復 旧 、死 傷 な し

豊 州 炭 坑 三 尺 坑、 岩石 脱 落 、2名 圧 死

豊 国 炭 坑 、 横 坑 入 口 よ り十 六 間余 の所 で天 井 陥 落 の た め 坑 口 閉 塞、 一 時391名 が閉 込

め られ た が 同 日中 に全 員 無 事 出 坑

長 者 原 炭坑(粕 屋 掛 大川 村)、 坑 内 溜水 を凌渫 中、 硝 子 灯 よ り引 火 ガ ス爆 発 、2名 火 傷

植 木 炭坑(粕 屋 郡須 恵 村)、 ガ ス爆 発 、重 傷2名

植 木 炭坑 、 硬 石 墜 落 、重 傷2名

大 任 炭坑 、 又 卸 九 片 で 採 炭 中下 坑 して きた 炭車 に 挾 まれ 坑 夫2名 重 傷

その他の地域
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三 菱 高 島、 ガ ス爆 発 、… … 〔2.25付 記 事 に よれ は死 亡9名 、重 傷2名 、 軽 傷8名 〕

大 畑 炭坑(山 口県 厚狭 郡)、 天 井 墜 落 、 死 亡24名

矢 代 町 炭坑(佐 賀 県 東松 浦 郡)、 ガ ス爆 発 、 火 傷1名

東 山炭坑(早 良 郡西 新 町)、 天 井 墜落 、 死 亡1名 、軽 傷1名

礼 母 炭坑(佐 賀 県 杵 島 郡)、 炭車 転 倒 、 重 傷1名

三 池宮 の 原 坑 、 天 井 墜 落、 死 亡2名 、 軽傷3名
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